
市民と議会との語る会実施報告書 

    

日 時 令和 5 年 2 月 4 日（土） ＰＭ1:30～ＰＭ3:15 

会 場 市民プラザたけふ 

出 席 議 員 
吉田啓三、橋本弥登志、能勢淳一郎、近藤光広、佐々木哲夫、中西昭雄、砂田竜一 

小玉俊一、題佛臣一、安立里美、小形善信、城戸茂夫 

参 加 者 ( 市 民 ) ２０ 名 

開会挨拶・司会・記録 

司   会： 近藤光広 

議会報告： 砂田竜一 

記   録： 中西昭雄 

【１部】 

12 月定例会概要報告等 

（報告者）砂田竜一 

 

Ｑ：補正予算の財源はどこから来るのか。 

Ａ：事業の内容で変わるが、国や県の交付金を活用することが多い。 

Ｑ：水道料金の料金通知(はがき)が来ていないが何故か。 

Ａ：今では、はがきで来ることは無くなっており、レシート状の検針票が投函

されている。 

Ｑ：水道料金の減免について、市の水道を使っていない人がいると思うが、  

どのくらいいて、その方々の対応はどうするのか。 

市民に等しく助成するのであれば、もっと違う方法は考えられなかったの

か。 

Ａ：市民に少しでも早く還元したいということでこの方法を取った。 

公平な配分という点で、貴重な市民の声として伺う。 

Ｑ：ふるさと納税はどういうものが人気なのか。 

Ａ：マグロが一番人気がある。全般的に海産物が上位である。 

Ｑ：水道料金減免について延長は考えているのか。 

Ａ：状況を見極め理事者と議論を進めていきたい。 

（要望） 

子育て支援補助金の費用対効果はどのように把握するのか。またその結果に

ついて、誰が責任をもって反映するのか。しっかり対応してほしい。 

越前たけふ駅前の開発計画について現在の状況は。 

地域の宝をブランド化という観点で、東京にアンテナショップを作るなども

っと積極的にＰＲを行っては。 

 

 

 

 



【２部】 

意見交換会 

（１班） 

進行：題佛臣一 

記録：中西昭雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１班 

Ｑ： 豊橋の交差点付近の道幅が狭いところがあり、転落の危険がある。道路拡

幅のお願いを何年も前から要望しているが一向に対応してくれない。何故

出来ないのか。 

Ａ：議員の方から改めて要望を出して、また状況を皆様に報告する。 

Ｑ：万代橋の歩道橋や堤防付近の損傷が激しく、高齢者が散歩のとき非常に歩

きにくい。都市整備課に対応を要望しているが対応がない。 

また、万代橋の歩道橋の融雪対応が不十分で、学生も歩けなかったり逆に

水浸しになったりするなど不便である。 

市東部からのメイン通りであるので、もう少し整備を進めてほしい。 

  万代橋から豊橋の間の堤防下の住宅エリアから堤防道路に上がる道が狭

く、傾斜が大きいので、降雪時は特にスリップする。 

 この対応は誰に言えばいいのか。 

Ａ：堤防沿いの道は県管轄と、市管轄があるなど対応が難しい側面もあるが、

危険個所は協議していく。 

Ｑ：市長の現在までの仕事ぶりについて、議会はどう評価しているのか。 

Ａ：これから新しい総合計画が完成し、令和５年度から本格的な動きがある。 

Ｑ：市民プラザは市民のための施設だと認識しているが、それにもかかわらず

事務手続きが厳格過ぎる。部屋が空いているにも関わらず２、３日前の利

用届は受理してもらえない。空いていないなら仕方がないが空いていると

きは融通を効かせてほしい。 

Ａ：利用規約や利用手続をもう少し柔軟に対応できるよう求めていく。 

Ｑ：ウェルビーイングについてわかりにくい。これを本物にするため議員はし

っかりその対応をしてもらいたい。 

Ａ：総合計画は長期計画として、まず 2040 年を見据えた計画としているが そ

の下で５年後どうするのかという個別計画を立案している。その中で具体的

に対応していく。 

Ｑ：語る会に集まる人が少なくなってきている。議会報告だけではなく、もっ

とテーマを絞った語る会にするなど個別テーマで行ったり、テーマを事前

に通知してもっと興味を持ってもらうようにしてはどうか。 

Ａ：貴重な意見として取り入れていく。 

 

 

 

 

 



（２班） 

進行： 砂田竜一 

記録： 小玉俊一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３班） 

進行： 佐々木哲夫 

記録： 能勢淳一郎 

２班 

Ｑ： 公金横領により、市民は市政への不信感をいだいている。再発防止に向け

て、これまでの取り組みの問題点と監査の強化を求めないのか。 

Ａ： 長年にわたり、不正が続いていた事態は、担当課がしっかりしないといけ

ない。会計を一人の人が長く続けることには注意が必要である。そのこと

も踏まえ、事業を進めることが重要と考える。市の事業の大半が、健全に

進められていることもご理解いただきたい。 

Ｑ：武生中央公園総合体育館の指定管理についての質問があったが、指定管理

者を変更して問題はないのか。 

Ａ：指定管理の選定は、さまざまな角度から審査にあたり、その総合点が上位

の方に決定している。今回の選定は、新規の事業者に決定した。皆様も武

生中央公園総合体育館を利用していると思うが、ご意見などあれば、市の

ほうにご意見いただきたい。 

Ｑ：免許返納者で湯楽里に行くことがあるが、行き帰りのバスの便が少なく困

っている。 

Ａ：越前市でも、地域公共交通対策特別委員会を立ち上げ、デマンド交通の検

討に入っている。高齢化が進むと歩行困難になってくる。身近な所にバス

停を設置し、少しでも交通弱者の方々に便利な交通を提供していく。 

Ｑ：近所の方で、高齢のため、ごみを集積場所まで持っていくことができない

方がいる。どうしたらよいのか。 

Ａ：町内の区長又は民生児童委員に相談してほしい。それでも解決できない場

合は市にご相談いただきたい。 

 

 

３班 

Ｑ：新幹線「越前たけふ駅」周辺整備の進捗状況は。 

Ａ：(駅周辺の完成予想図を元に説明) ３月 18日に道の駅完成及び新幹線開業

１年前イベントがある。 

Ｑ：市内観光ルートの選定をして欲しい(敦賀の例を挙げながら)。 

Ｑ：芦山公園や日野川堤防を観光スポットとしての手入れをして欲しい。 

Ｑ：ＵＩＪターンの促進のために子どもの頃から地域の宝を知っておく事が大

切。大人も含め地域の宝を探求する機会を作ってほしい。 

Ａ：今住んでる人たちですら知らない宝があるから大事な事である。 

Ｑ：少子化対策のためにも行政としてマッチングの機会を作ってはどうか。 

Ａ：県にマッチングの事業がある。 

 



【意見】 

まちなかの道が狭い。幅員を広げる都市計画を望む(複数の方から同意見)。 

まちなかの空き家が多い。まちなかの壊れかかった空き家に苦慮している。 

この市民と語る会への参加者が少ない。考慮してほしい。 

 

令和５年２月１７日     越前市議会議長 殿  
                          

                   第１班 班長 近藤 光広 

 


